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【様式２】 

エントリー学校名：茨城県守谷市立大野小学校 

活動名： 臨時休業中の学校運営 

―RPDCA サイクルを生かしてー 

解決すべき課題︓臨時休業によって生じた課題 
・児童…継続した教育を享受できない・人との関わりがもてない・生活リズムが崩れがち 
・職員…未曾有の状況下での職責遂行に戸惑い 

感染症対策で個業型勤務となり共通理解を図る場の確保が難 
・家庭…家庭での児童の過ごし方や親としての関与の仕方に不安と戸惑い 

目標・方針： 
臨時休業下において生じた課題を組織的に解決するために，RPDCA サイクルを生かして実践することによ

り，実態に応じた学校運営を実現することができるであろう。 
活動内容：①→②→③→④→⑤をサイクル実施（図１参照） 
① リスクと課題の把握と分析：職員の声の集約・臨時休業中の教育課題を焦点化して対策会議 
② 体制づくり：「迅速・効率的に職員間をつなぐ体制づくり」 
③ 対策の決定と実施：「家庭と学校をつなぐホットライン」「児童と教員を結ぶホットライン」の開設・実行 
④ 評価：振り返り・アンケート 
⑤ 工夫改善：より強化・効率化，補強する取組へ 

活動の成果︓ 
○「迅速・効率的に職員間をつなぐ体制づくり」の成果 
① 最新の情報共有，対策会議を効率的に実施できた。 
② 必要業務に職員総意の上，一丸となって取り組むことができた。 

○「家庭と学校をつなぐホットライン」の成果（グラフ１参照） 
① 家庭参加率 100％，「児童と担任のつながりに有効だった」と回答した職員 100％ 
② 時数の確保に結びついた。夏季休業前例年の進度との差（全学年平均）：国語+2ｈ，算数-3ｈ 
③  登校再開月（６月）の全児童出席率 98.7％ 
④ 臨時休業２日目に実現した本校対策のノウハウが生かされ，市内全小中学校の取組につながった。 

アピールポイント（アイディアや工夫）︓ 
・職員総意の上での RPDCA サイクルの循環により，地域や児童の実態に則した対策を講じることができた。 
さらに職員が主体的・創造的に業務に取り組む姿が見られた。 
・感染症対策で職員の勤務体制に制限が生じた中（分散勤務・在宅勤務等）で，効率的に職員の意見
集約や情報共有ができる校内体制を構築し実践した。 
・課題解決に向けて地域の実態や感染拡大状況を加味した策（家庭と学校をつなぐホットライン）を講じた
結果，各家庭の ICT環境差や保護者の勤務形態に関係なく，100％の家庭参加に結びついた。 
・臨時休業に入る時点で学校再開までを見通した策を組織的に講じ，保護者に周知できた。 

（図１）取組の流れ  
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（グラフ１）家庭アンケート結果「家庭と学校をつなぐホットライン」について（登校再開直前の R2.５月末に実施）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真１）ポストに変身したくつ箱 （写真２）児童と会話する学級担任（写真３）児童の学習予定表 

  「家庭と学校をつなぐホットライン」      「児童と担任を結ぶホットライン」         

 

 

 

  

46％ 38％ 15％ 2％

児童の生活リズムづくりに有効だったか
有効だった やや有効 あまり有効でない 有効でない

51％ 38％ 10％

2％担任とのつながりに有効だったか

56％ 38％ 5％ 2％

児童の学習習慣づくりに有効だったか

〈保護者の声〉 
・どんな先生か，子供も楽しみにしています。 
・先生からのコメントをうれしそうに読んでいま 
した。 
・市内の学校の中でもいち早く学習課題の取 
組をはじめていただき先生方の努力に感謝
いたします。 
・他の学校に比べて早い段階から課題のやり 
取りをしてくださったので，子供もダラダラする
ことなく日々過ごすことができています。 
 

   P-プラン 
〈②校内体制づくり〉 
➊情報共有の工夫 
・迅速・効率・見える化 

❷意見共有の工夫 
・付せんボード・意見箱 

❸見方をそろえる工夫 
 ・視点提示・代案 

➍起案文書システムの
見直し 
・迅速化 

➎「学びの保障」のため
の体制づくり 

R-リサーチ 
〈① リスクと課題の把握

と分析〉 
休業中の児童の 
➊学習習慣の乱れ  
❷生活リズムの乱れ 
❸進級した喜び・担任と
の絆・学級所属感を
実感できない 

 

D-実行〈③対策の決定〉 
家庭と学校をつなぐホットライン開設 4/9～ 
・保護者来校型定期的往復書簡システム 
（靴箱の活用・非接触課題配付・添削返却）  
 
 
 
 
 
 
 
 

A-アクション〈⑤工夫改善〉 
休業中の家庭用課題実施マニュアル配付 5/7 
学習質問メールの設置 5/7～ 
児童と担任を結ぶホットライン開設 5/11～ 
・定期的に児童と担任が電話で話すシステム 
 
 
 
 

C-チェック〈④職員の声集約から改善点洗い出し〉 
課題作成上の悩み…内容・量・家庭に求めること 
児童側の困り感や心身の様子の把握がしたい 




